
　
８
月
２
日
、約
12
年
７
カ
月
ぶ
り
に
高

浜
１
号
機
が
並
列
し
、再
稼
動（
送
電
開

始
）を
果
た
し
た
。高
浜
２
号
機
に
つ
い

て
も
、９
月
中
旬
の
再
稼
動
に
向
け
て
、

緊
張
感
を
持
っ
て
燃
料
装
荷
等
の
作
業

に
臨
ん
で
い
る
。中
期
経
営
計
画
に
掲
げ

た
原
子
力
７
基
体
制
を
実
現
す
べ
く
、原

子
力
事
業
本
部
の
み
な
ら
ず
、他
部
門
や

関
係
会
社
が
一
丸
と
な
っ
て
高
浜
１
、２

号
機
の
再
稼
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。関

西
電
力
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
以
降

の
原
子
力
発
電
所
の
歩
み
と
、高
浜
１
、

２
号
機
の
再
稼
動
に
向
け
た
最
前
線
の

取
組
み
を
紹
介
す
る
。

01

発行：関西電力株式会社 広報室 インターナルコミュニケーショングループ 〒530-8270 大阪市北区中之島3-6-16　　E-mail:  kepcoportal@d4.kepco.co.jp （関電新聞事務局）

原
子
力
７
基
体
制
の
実
現
へ

東
日
本
大
震
災
以
降
の

原
子
力
の
変
遷
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高 
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飯

５
月
：
全
基
停
止

※

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
の
大
飯
３
、４
号
機
の

　

国
に
よ
る
暫
定
的
再
稼
動
は
除
く
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6月22日 8月7日

8月2日 9月20日

8月28日
予定

10月16日

7月28日
（7月29日）

9月15日
（9月16日）

高浜2号機【予定】

■高浜1、2号機の再稼動工程■原子力用語解説

■関西電力の原子力発電所の変遷

■高浜1号機の並列時の様子

■原子力分野以外の技術者による現場点検の様子

　
関
西
電
力
の
原
子
力
発
電
所
は
、２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
前
に
は
11
基
が
稼

動
し
て
い
た
が
、震
災
後
は
国
の
判
断
に
よ

り
２
０
１
２
年
７
月
か
ら
暫
定
的
に
再
稼

動
し
た
大
飯
３
、４
号
機
を
除
い
て
、定
期

検
査
後
の
運
転
再
開
が
で
き
ず
、２
０
１
２

年
２
月
に
は
全
基
が
停
止
し
た
。そ
の
後
、

２
０
１
３
年
に
施
行
さ
れ
た
新
た
な
規
制

基
準
に
適
合
す
る
た
め
の
安
全
性
向
上
対

策
や
、自
主
的
な
安
全
性
向
上
対
策
を
行

い
、２
０
１
６
年
２
月
に
高
浜
３
号
機
が
新

規
制
基
準
適
合
後
、関
西
電
力
の
原
子
力
発

電
所
と
し
て
は
初
め
て（
国
内
で
は
九
州
電

力
川
内
発
電
所
１
、２
号
機
に
次
ぐ
３
番

40
年
以
降
プ
ラ
ン
ト
の
再
稼
動

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、改
正
さ
れ
た
規

制
法
令
に
よ
っ
て
原
子
力
発
電
所
の
運
転

期
間
が
原
則
40
年
と
さ
れ
、安
全
性
が
確

認
さ
れ
れ
ば
最
大
20
年
の
運
転
期
間
延
長

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。２
０
２
１
年
６
月

高
浜
１
、２
号
機
の

再
稼
動
工
程

　
現
在
、高
浜
１
号
機
は
定
格
熱
出
力
一

定
運
転
中
で
あ
り
、８
月
28
日
に
最
終
検

査
に
あ
た
る
総
合
負
荷
性
能
検
査
を
迎

え
て
本
格
運
転
と
な
る
予
定
だ
。高
浜
２

号
機
は
、８
月
上
旬
か
ら
燃
料
装
荷
を
開

始
し
、原
子
炉
容
器
の
組
立
て
等
を
経

て
、９
月
中
旬
に
再
稼
動
を
予
定
し
て
お

り
、緊
張
感
を
も
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

高
浜
１
、２
号
機
の

再
稼
動
体
制・点
検
の
強
化

原
子
力
７
基
体
制
の

実
現
へ

　
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、Ｓ

＋
３
Ｅ（「
安
全
確
保
／Safety

」を
大
前

提
と
し
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

／Energy Security

」、「
経
済
性
／

Econom
y

」、「
環
境
保
全
／Environm

ental 

Conservation

」）の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
る
原

子
力
発
電
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

安
全
の
確
保
や
人
財
基
盤
の
維
持
、そ

し
て
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会

の
実
現
の
観
点
か
ら
も
、将
来
に
亘
っ

て
、原
子
力
発
電
を
一
定
規
模
確
保
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
関
西
電
力
は
、電
力
事
業
者
と
し
て

最
大
の
使
命
で
あ
る
電
力
の
安
定
供
給

を
果
た
す
と
と
も
に
、中
期
経
営
計
画

に
掲
げ
る
７
基
体
制
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

従
業
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
原
子
力
７
基
体
制
の
実
現
に
向
け

て
、今
回
、高
浜
１
号
機
の
再
稼
動
に

あ
た
り
、燃
料
装
荷
を
担
当
し
た
高
浜

発
電
所
原
子
燃
料
課
の
川
谷
一
輝
さ

ん
、火
力
部
門
技
術
者
と
し
て
現
場
点

検
に
臨
ん
だ
火
力
事
業
本
部
火
力
運

営
部
門
保
全
グ
ル
ー
プ
の
中
澤
忠
廣

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

総
力
を
挙
げ
て
再
稼
動
を
目
指
す 2023
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目
）、再
稼
動
を
果
た
し
た
。次
い
で
、翌
年

２
０
１
７
年
５
月
に
高
浜
４
号
機
が
、２
０

１
８
年
に
は
大
飯
３
、４
号
機
が
順
に
再
稼

動
を
果
た
し
て
き
た
。一
方
で
、２
０
１
５

年
４
月
に
美
浜
１
、２
号
機
、２
０
１
８
年

３
月
に
大
飯
１
、２
号
機
を
廃
止
し
、関
西

電
力
の
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
は
11
基
か
ら
７

基
と
な
っ
た
。

に
は
、美
浜
３
号
機
が
40
年
以
降
の
運
転

プ
ラ
ン
ト
と
し
て
は
国
内
で
初
め
て
再
稼

動
し
、続
い
て
今
年
８
月
２
日
に
、高
浜
１

号
機
が
再
稼
動
を
果
た
し
た
。な
お
、関
西

電
力
で
は
美
浜
３
号
機
、高
浜
１
、２
号
機

が
既
に
運
転
期
間
延
長
認
可
を
受
け
て
お

り
、高
浜
３
、４
号
機
に
つ
い
て
は
、今
年

４
月
25
日
に
運
転
期
間
延
長
認
可
申
請
を

行
っ
て
い
る
。

　
高
浜
１
、
２
号
機
の
再
稼
動
に
あ

た
っ
て
は
、発
電
所
構
内
に
常
駐
す
る

要
員
を
92
名
か
ら
１
３
０
名
以
上
に

増
強
し
て
い
る
。ま
た
、燃
料
装
荷
か

ら
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
ま
で
の
間
、

原
子
力
事
業
本
部
、発
電
所
、協
力
会

社
等
で
最
大
約
１
，９
０
０
名
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
加
え
て
、美
浜
３
号
機
の
再
稼
動
時

と
同
様
に
、原
子
炉
を
冷
却
す
る
系
統

の
温
度
や
圧
力
を
上
げ
る
前
に
、再
稼

動
経
験
の
あ
る
技
術
系
社
員
や
メ
ー

カ
等
と
協
力
し
て
計
３
回
、延
べ
約
３

０
０
名
体
制
で
実
施
す
る「
総
点
検
」

や
、原
子
炉
起
動
前
お
よ
び
並
列
前
後

に
協
力
会
社
や
メ
ー
カ
、再
稼
動
経
験

の
あ
る
関
西
電
力
Ｏ
Ｂ
等
、計
３
回
、

延
べ
約
４
０
０
名
体
制
で
実
施
す
る

「
集
中
的
な
安
全
確
認
」も
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、高
浜
１
、２
号
機
に
お
い

て
は
、「
原
子
力
分
野
以
外
の
技
術
者

に
よ
る
現
場
点
検
」を
計
10
回
、延
べ

60
名
体
制
で
行
っ
て
い
る
。こ
の
点
検

で
は
、火
力
、水
力
、電
気
設
備
等
の
技

術
者
の
、日
頃
、原
子
力
発
電
所
に
従

事
し
て
い
る
者
と
は
異
な
る
視
点
や

高
浜
発
電
所　
原
子
燃
料
課

川
谷 

一
輝
さ
ん

　
燃
料
装
荷
は
再
稼
動
工
程
の
最
初

の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス（
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
）で
あ
り
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

か
か
り
ま
し
た
が
、「
予
定
と
違
う
こ

と
等
が
あ
れ
ば
迷
わ
ず
立
ち
止
ま

る
」を
心
が
け
、安
全
最
優
先
で
作
業

を
行
い
ま
し
た
。長
期
停
止
期
間
中

に
は
設
備
の
更
新
等
も
あ
り
ま
し
た

が
、発
電
所
の
各
保
修
課
や
協
力
会

社
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
事
前
の

点
検
調
整
等
を
行
い
、安
全
作
業
で

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。原
子
炉
が
起
動
し
て
、再
稼
動
す

れ
ば
悲
願
の
原
子
力
７
基
体
制
へ
の

一
歩
と
な
る
こ
と
か
ら
、そ
の
き
っ

か
け
と
な
る
燃
料
装
荷
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。２
号
機
の
燃
料
装
荷
も

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、引
き
続
き
安
全
最
優
先
で
頑
張

り
ま
す
。

火
力
事
業
本
部　
火
力
運
営
部
門

保
全
グ
ル
ー
プ　
マ
ネ
ジ
ャ
ー

中
澤 

忠
廣
さ
ん

　
今
回
点
検
し
た
二
次
系
設
備

（
非
管
理
区
域
）は
火
力
と
よ
く

似
た
設
備
で
あ
る
も
の
の
、初

め
て
点
検
す
る
設
備
で
あ
り
、

ま
た
稼
動
前
の
状
態
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
難
し
い
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、火
力
で
の
再
稼
動
の

経
験
も
踏
ま
え
、原
子
力
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
つ
つ
稼
動
後
に
ど
の
よ
う
な

不
具
合
が
起
こ
り
得
る
の
か
を

想
定
し
、設
備
の
健
全
性
確
認

や
稼
動
後
の
確
認
事
項
等
に
関

す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。原
子
力
は
、当
社
さ

ら
に
は
社
会
全
体
に
と
っ
て
不

可
欠
な
電
源
で
あ
り
、そ
の
再

稼
動
の
点
検
に
携
わ
ら
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
を
大
変
有
り
難
く

感
じ
て
お
り
、今
回
再
稼
動
を

果
た
し
た
こ
と
を
自
ら
の
プ
ラ

ン
ト
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

燃料装荷

本格運転開始〈総合負荷性能検査〉

原子炉起動（臨界）

調整運転開始〈並列・送電開始〉

総点検 / 集中的な安全確認 等

集中的な安全確認 / 検査 等

検査 等

8月：再稼動（並列）
9月：再稼動予定（並列）

4月：廃止（運転終了）
4月：廃止（運転終了）

原子炉起動

臨界

並列

定格熱出力
一定運転

燃料装荷

原子炉臨界に向けて（制御用）制御棒の引抜き作業を開始することをいう。具体的には、
中性子を監視計器で監視しながら冷却材中のほう素濃度の調整と制御棒位置調整を行う。

使用済燃料ピット内に保管中の燃料集合体を、クレーン等を用いて原子炉内の所定位置に
装荷すること。

原子炉では、制御棒等によって中性子数を制御しているが、制御棒を徐々に引き抜いていき、
核分裂の連鎖反応が維持される状態を臨界に達したという。

送電機と送電系統をつなぎ、送電を開始すること。
なお、関西電力はお客さまに電気をお届けするという観点から、再稼動は並列時としている。

原子炉で発生する熱（原子炉熱出力）を一定（定格値244万キロワット※を上回らない出力）に
保ったまま運転すること。
定期事業者検査の最終段階である調整運転中に行う最終検査（総合負荷性能検査）
終了後に運転すること。

※高浜1号機、もしくは2号機の定格熱出力

本格運転

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、従

来
の
視
点
で
は
見
落
と
す
可
能
性
の

あ
る
不
具
合
等
に
対
処
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
、美
浜
３

号
機
再
稼
動
時
に
、こ
れ
ま
で
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
点
検
だ
け
で
は

長
年
発
見
で
き
な
か
っ
た
不
具
合
が

あ
っ
た
教
訓
を
踏
ま
え
て
、新
た
に
追

加
さ
れ
た
も
の
だ
。

2月：再稼動（並列）
5月：再稼動（並列）

3月：再稼動（並列）
5月：再稼動（並列）

3月：廃止（運転終了）
3月：廃止（運転終了）

6月：再稼動（並列）
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新
組
織
発
足

中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部

■関西電力および関西電力送配電における組織の見直し概要

関西電力

関西電力送配電

研究開発室

経営企画室

コンプライアンス推進室

電力システム技術センター

技術研究室

イノベーションラボ

電力本部 大阪北、大阪南、京都、神戸、
姫路、奈良、滋賀、和歌山

総務部

組織改正前（～６月３０日） 組織改正後（７月１日～）

No.1075Issue: 2023.8.7

　
７
月
１
日
、関
西
電
力
お
よ
び
関
西
電
力
送
配
電
は
、「
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期

経
営
計
画（
２
０
２
１
‐
２
０
２
５
）」に
掲
げ
た
目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
、組
織

改
正
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、事
業
運
営
の
大
前
提
で
あ
る「
ガ
バ
ナ
ン
ス
確
立

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
」な
ら
び
に
、取
組
み
の
柱
で
あ
る「
Ｋ
Ｘ（
Ｅ
Ｘ
、Ｖ
Ｘ
、

Ｂ
Ｘ
）の
推
進
」を
加
速
さ
せ
る
。今
回
の
組
織
改
正
で
、関
西
電
力
は「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
本
部
」お
よ
び「
組
織
風
土
改
革
室
」

を
、関
西
電
力
送
配
電
は「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ボ
」を
新
設
し
た
他
、関
西
電
力
お
よ
び

関
西
電
力
送
配
電
に
お
い
て
、地
域
対
応
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
。新
組
織
設
置
の

目
的
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
の
浜
田
誠
一
郎
副
本

部
長
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
本
部
の
下
川
浩
一
副
本
部
長
、組
織
風
土
改
革
室
の

野
地
小
百
合
室
長
の
コ
メ
ン
ト
も
交
え
紹
介
す
る
。

　
研
究
開
発
室
と
経
営
企
画
室
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
が
持
つ
視
点
・
ノ
ウ

ハ
ウ
の
連
携
を
図
り
、中
期
経
営
計
画

に
掲
げ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一
体
的

か
つ
機
動
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
で
は
、

政
策
制
度
・
経
済
等
に
関
す
る
中
長
期

的
な
動
向
と
社
会
課
題
等
を
調
査
・
分

析
し
、当
社
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
事

業
機
会
や
脅
威
を
考
察
す
る
。
加
え

て
、各
事
業
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
新

規
事
業
開
発
を
推
進
し
、中
期
経
営
計

画
に
示
す「
中
核
事
業
の
周
辺
お
よ
び

重
な
り
合
う
領
域
」を
中
心
に
事
業
開

発
を
目
指
す
。
そ
れ
ら
を
支
え
る
べ

く
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
・
組
織
風
土
醸
成
・
人
材
育
成
等
の

各
種
支
援
施
策
の
実
施
や
、知
的
財
産

に
関
す
る
各
種
支
援
、ビ
ジ
ネ
ス
・
技

術
の
実
証
施
設
・
設
備
等
の
管
理
等
に

も
取
り
組
む
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
本
部

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
、内
部
統
制
を
抜
本
的
に
強
化

し
、こ
れ
ら
の
取
組
み
を
一
元
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
。

具
体
的
に
は
、従
来
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
推
進
室
が
取
り
組
ん
で
き
た
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
計
画
の
策
定
・

実
施
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
浸

透
の
た
め
の
研
修
を
中
心
と
し
た
啓
発

活
動
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
相
談
窓
口

運
営
等
に
、経
営
企
画
室
が
担
っ
て
い

た
行
為
規
制
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
内
部
統
制
等
の
機
能
を
統
合
す

る
。

組
織
風
土
改
革
室

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ボ

関
西
電
力「
支
社
」・

関
西
電
力
送
配
電「
本
部
」

関西電力
イノベーション推進本部

経営企画室

コンプライアンス推進本部
組織風土改革室

関西電力送配電

電力システム技術センター
フロンティアラボ

関西電力

支社［東海、北陸、東京］

関西電力

支社  ［ 大阪、京都、兵庫、奈良、滋賀、和歌山、東海、北陸、東京 ］

関西電力送配電

本部 大阪北、大阪南、京都、神戸、姫路、
奈良、滋賀、和歌山、東海、北陸

関西電力送配電

支社［大阪、京都、兵庫、奈良、滋賀、和歌山］

既存事業領域の研究は関西電力および
関西電力送配電の各部門へ移管

大阪北、大阪南、京都、神戸、
姫路、奈良、滋賀、和歌山

電力本部 ［東海、北陸］

　
関
西
電
力
送
配
電
は
将
来
に
亘
っ
て

持
続
・
成
長
す
る
こ
と
、未
来
の
電
力
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を

担
い
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ラ
ボ
を
設
置
し
た
。将
来
の
脱
炭

素
化
や
分
散
リ
ソ
ー
ス
の
増
加
、デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
化
等
に
よ
る
事
業
環
境
変

化
を
想
定
し
、送
配
電
事
業
を
進
化
・
変

革
さ
せ
て
い
く
調
査
・
検
討
、実
証
に
取

り
組
む
。

　
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る
Ｅ
Ｘ
・
Ｖ
Ｘ

の
一
層
の
加
速
に
向
け
、自
治
体
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
、よ

り
丁
寧
か
つ
機
動
的
な
対
応
の
必
要
性

を
踏
ま
え
、関
西
電
力
と
関
西
電
力
送
配

電
そ
れ
ぞ
れ
を
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
地

域
対
応
窓
口
と
す
る
体
制
見
直
し
を

行
っ
た
。関
西
電
力
は
地
域
統
括
機
関
と

し
て
近
畿
２
府
４
県
に「
支
社
」を
新
設

し
、関
西
電
力
送
配
電
か
ら
送
配
電
事
業

以
外
の
地
域
対
応
機
能
・
広
報
機
能
を
移

管
。関
西
電
力
送
配
電
は「
支
社
」か
ら

「
本
部
」へ
名
称
変
更
し
、送
配
電
事
業
に

関
す
る
地
域
対
応
・
広
報
活
動
な
ら
び
に

防
災
業
務
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

　
全
役
員
・
全
従
業
員
が
、職
位
や
所
属

の
垣
根
を
越
え
て
自
身
の
思
い
や
気
付

き
を
率
直
に
語
り
合
え
る
よ
う
な
組
織

風
土
を
創
り
上
げ
る
べ
く
設
置
し
た
。

現
在
、組
織
風
土
改
革
の
進
め
方
に
関

し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、今
後
、従
業
員
の
声
の
把
握
や
分

析
を
行
い
、従
業
員
が
リ
ス
ク
等
に「
気

づ
く
」「
言
え
る
」「
行
動
す
る
」と
い
っ

た
切
り
口
か
ら
、あ
り
た
い
組
織
風
土

醸
成
に
向
け
た
対
話
活
動
や
研
修
等
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
本
部　
副
本
部
長

浜
田 

誠
一
郎
さ
ん

　
不
確
実
性
が
増
す
現
下
の
経
営

環
境
に
お
い
て
は
、経
営
理
念
に

あ
る「
挑
戦:

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
大
切
に
し
、新
た
な
価
値
を
創

出
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
加
速
す
る
た
め
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
の

役
割
は
、大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、未
来
の
社
会
や
技
術
の
動

向
を
い
ち
早
く
と
ら
え
、事
業
の

機
会
と
脅
威
を
探
索
す
る
こ
と
で

す
。「
足
元
か
ら
ど
う
変
わ
る
か
」

新
た
な
価
値
創
出
を
加
速
す
べ
く

グ
ル
ー
プ
全
体
で
イ
ノ
ベー
ション
が

生
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を

も
大
切
で
す
が
、例
え
ば「
２
０
５

０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
か
ら

逆
算
す
る
と
２
０
３
０
年
は
ど
う

か
」そ
う
い
っ
た
幅
の
あ
る
予
測
を

活
動
に
繋
げ
ま
す
。そ
し
て
、有
望

な
機
会
に
対
し
て
、積
極
的
に
新
規

事
業
を
創
出
し
、展
開
し
て
い
き
ま

す
。成
長
が
期
待
で
き
る
市
場
に

我
々
と
外
部
の
強
み
を
ど
う
組
み

合
わ
せ
る
か
、考
え
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、各
部
門
、各
グ
ル
ー
プ

会
社
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
投
資
、知
財
や
人
財
の

発
掘
・
育
成
な
ど
の
仕
組
み
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
は
今
ま
で
も
積

極
的
な
挑
戦
で
、く
ろ
よ
ん
や
原
子

力
発
電
を
実
現
し
、情
報
通
信
事
業

や
不
動
産
事
業
を
中
核
事
業
ま
で

成
長
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も
各
所
か
ら
自

由
な
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
生
ま
れ
、

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
中
か
ら
、10
、20
年
後
に

や
り
が
い
と
成
長
を
実
感
で
き
る

新
し
い
事
業
が
生
ま
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
を

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
本
部　
副
本
部
長

下
川 

浩
一
さ
ん

　「
内
部
統
制
」と
は
、会
社
を
効

率
的
か
つ
健
全
に
運
営
す
る
た

め
の
様
々
な
仕
組
み
や
活
動
の

こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
、
日
々
の

生
活
を
送
る
上
で
、病
気
の
原
因

と
な
り
得
る
様
々
な
リ
ス
ク
を

察
知
し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
、自
分
の
健
康
を
維
持
す
る
活

動
に
似
て
い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー

プ
が
各
分
野
で
直
面
す
る
リ
ス

ク
に
、よ
り
機
動
的
で
効
果
的
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、仕
組
み
づ
く
り
か
ら
運
用

の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、幅
広
く
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

　「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」は
、法

令
や
ル
ー
ル
の
遵
守
は
も
ち
ろ

ん
、時
代
の
動
き
の
中
で
社
会
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待

を
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
一
人
ひ
と

り
が
し
っ
か
り
受
け
止
め
、自
ら

の
行
動
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
で

は
、様
々
な
形
で
気
付
き
の
発
信

を
行
い
、皆
さ
ん
が
迷
う
こ
と
な

く
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
守
り
、

変
え
る
べ
き
は
臆
せ
ず
声
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、内
部

通
報
窓
口
の
充
実
や
、よ
り
良
い

組
織
風
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
内
部
統
制
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
も
、
究
極
の
目
的
は
、
皆
さ

ま
の
職
場
を
よ
り
自
律
的
に
、明

る
く
、や
り
が
い
の
持
て
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
メ
ン

リ
ス
ク
の
察
知
と

効
果
的
な
対
処
を
行
う
た
め
に

守
る
べき
ル
ー
ル
を
守
り
、

変
え
る
べき
は
臆
せ
ず
声
を
あ
げ
て

自
律
的
で
、明
る
く
、や
り
が
い
の

持
て
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

組
織
風
土
改
革
室　
室
長

野
地 

小
百
合
さ
ん

　
困
っ
た
と
き
に
自
然
と
周
囲
に

相
談
で
き
る
、悩
ん
だ
ら
仲
間
に
安

心
し
て
話
せ
る
、そ
ん
な
会
社
な
ら

組
織
単
位
で
お
の
ず
と
ル
ー
ル
を

守
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、こ
の
よ
う
な
組
織
風
土
を
醸
成

し
て
い
く
た
め
、組
織
風
土
改
革
室

を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
組
織
風
土
醸
成
の
た
め
に
は
、従

業
員
や
組
織
が
、「（
リ
ス
ク
等
に
）

気
づ
く
」「（
気
づ
い
た
リ
ス
ク
を
周

囲
や
上
司
に
）言
え
る
」「（
問
題
解

消
の
た
め
に
、個
人
や
組
織
で
）行

動
す
る
」こ
と
が
重
要
で
す
。ア
ン

ケ
ー
ト
や
対
話
の
結
果
か
ら
、現
状

の
問
題
点
を
把
握
し
、具
体
的
な
方

策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

皆
が
率
直
に
語
り
合
え
る

組
織
風
土
を
目
指
し
て

根
底
に
あ
る
の
は
多
様
性
の
尊
重

　
私
は
営
業
所
に
通
算
10
年
以
上

在
籍
し
、現
場
の
苦
労
や
課
題
を
肌

で
感
じ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、前
職

の
大
阪
支
社
長
時
代
に
は
、多
様
性

の
尊
重
と
心
理
的
安
全
性
の
確
保

を
テ
ー
マ
に
し
た
取
組
み
も
行
い

ま
し
た
。そ
れ
ら
の
経
験
を
活
か

し
、従
業
員
の
皆
さ
ま
に「
な
ん
か

最
近
、会
社
変
わ
っ
て
き
た
な
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、で
き
る

だ
け
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
な

が
ら
一
歩
ず
つ
組
織
風
土
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
職
場
の
課
題
や
改
善
に
向
け

た
取
組
み
を
皆
で
共
有
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
会
社
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

バ
ー
一
同
、未
来
へ
の
熱
い
思
い

を
持
っ
て
、皆
さ
ま
と
と
も
に
考

え
、行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。是
非
我
々
に
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。



リ
ア
に
跨
る
関
西
幹
線
に
つ
い
て
も

設
備
形
成
の
最
適
化
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
た
。
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７
月
７
日
、関
西
電
力
は
、第
１
号
機

と
な
る
太
陽
光
発
電
設
備
が
営
業
運
転

を
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
大
和
エ
ナ

ジ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
株
式
会
社
お
よ
び
Ｓ

Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会

社
と
と
も
に
、３
社
で
共
同
出
資
す
る

「
Ｋ
Ｄ
Ｓ
太
陽
光
合
同
会
社（
以
下
、Ｋ

Ｄ
Ｓ
）」の
設
立
を
公
表
し
た
。Ｋ
Ｄ
Ｓ

は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
活
用
す

る
太
陽
光
の
電
源
開
発
を
進
め
て
い

る
。今
後
は
、２
０
２
５
年
度
末
ま
で

に
、関
西
・
東
京
・
中
部
エ
リ
ア
を
中
心

に
、最
大
15
万
ｋ
Ｗ
の
電
源
開
発
を
行

う
予
定
で
、年
間
の
発
電
電
力
量
は
、一

般
家
庭
の
約
９
万
世
帯
分
の
年
間
使
用

量
に
相
当
す
る
。

「
Ｋ
Ｄ
Ｓ
太
陽
光
合
同
会
社
」

の
設
立

　
関
西
電
力
は
こ
れ
ま
で
、日
本
生
命
や

ハ
イ
ド
ロ
エ
ッ
ジ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と

い
っ
た
企
業
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
を

活
用
し
た
再
エ
ネ
電
力
供
給
を
実
施
し
て

き
た
。さ
ら
に
、今
回
設
立
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｓ
で

新
た
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
も
、コ
ー
ポ
レ
ー

ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
公

表
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、大
阪
環
状
線
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
ゆ
め
咲
線（
以
下
、本
路
線
）の
運
転
用

電
力
の
一
部
に
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
専
用
の
太

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
も
採
用

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
て

　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、需
要
家

（
お
客
さ
ま
）と
発
電
事
業
者（
今
回
の
事

例
で
は
Ｋ
Ｄ
Ｓ
）が
小
売
電
気
事
業
者

（
関
西
電
力
）を
介
し
て
長
期
・
固
定
価
格

で
の
電
力
購
入
契
約
を
結
ぶ
電
力
供
給
・

調
達
方
法
。お
客
さ
ま
専
用
の
太
陽
光
発

電
設
備
を
新
設
す
る
こ
と
で
、お
客
さ
ま

が
長
期
に
亘
り
固
定
価
格
で
、再
エ
ネ
電

気
を
直
接
購
入
で
き
る
手
法
と
し
て
、

今
、注
目
さ
れ
て
い
る
。発
電
事
業
者
・
小

売
電
気
事
業
者
に
と
っ
て
も
、長
期
に

亘
っ
て
、継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可

能
に
な
る
た
め
、事
業
の
安
定
性
を
確
保

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。そ
の
た
め
、

　
関
西
電
力
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
お
い
て
、２
０
４
０
年
ま
で
に

国
内
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

５
０
０
万
ｋ
Ｗ
の
新
規
開
発
、累
計
９
０

０
万
ｋ
Ｗ
規
模
の
開
発
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｋ
Ｄ
Ｓ
で
開
発
す
る
太
陽
光
発
電
設
備

は
、国
内
最
大
級
の
開
発
規
模
に
な
る
見

込
み
だ
。関
西
電
力
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ

Ｐ
Ａ
を
活
用
し
な
が
ら
、今
後
、よ
り
一
層

の
再
エ
ネ
電
源
開
発
に
取
り
組
み
、お
客

さ
ま
と
と
も
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
は

太陽光発電事業とコーポレートPPA

■太陽光発電事業とコーポレートPPA

■ＪＲ西日本でのコーポレートＰＰＡイメージ

■関西幹線の設備形成の最適化の概要

■関西幹線の設備形成最適化のイメージ
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太
陽
光
電
源
を
新
規
開
発

エ
リ
ア
を
超
え
た

送
配
電
設
備
の
効
率
化

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
最
新
取
組
み
に
迫
る

　
世
界
的
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
の
流
れ
を
受
け
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
活
用
す
る
企
業

の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。関
西
電
力
に
お
い
て
も
、当
該
事
業
に
特
化
し
た
新

会
社
を
設
立
す
る
等
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
は
何
か
、ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、

紹
介
す
る
。

　
中
地
域
３
社
で
の
効
率
化
検
討
が

進
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、３
社
の
電
力

系
統
が
エ
リ
ア
を
跨
い
で
混
在
し
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。こ
れ
は
電

力
事
業
の
黎
明
期
で
あ
る
大
正
時
代

以
降
、東
海
・
北
陸
エ
リ
ア
に
お
い
て

複
数
の
電
力
会
社
が
水
力
開
発
を

行
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
な
背
景

も
あ
り
、１
９
５
１
年
の
９
電
力
体
制

設
立
当
時
に
、東
海
・
北
陸
地
域
に
あ

る
一
部
の
水
力
発
電
設
備
や
送
配
電

設
備
を
関
西
電
力
が
所
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、中
地
域
３

社
は
、２
０
１
７
年
に
さ
ら
な
る
設
備

形
成
の
最
適
化
を
目
指
し
て
設
備
の

ス
リ
ム
化
と
最
大
限
の
有
効
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、エ
リ
ア
毎
か
ら
エ
リ

ア
間
で
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
調
整
へ
の

切
替
え
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
設
備
形
成
の
最
適
化
の
検
討
に
お

い
て
は
、２
０
２
２
年
３
月
に
関
西
エ

リ
ア
と
北
陸
エ
リ
ア
に
跨
る
北
陸
幹

線
の
統
廃
合
を
決
定
し
た
。北
陸
幹
線

は
運
用
開
始
か
ら
92
年（
２
０
２
２
年

３
月
時
点
）が
経
過
し
、高
経
年
化
し

て
い
た
た
め
、
そ
の
大
部
分
を
廃
止

し
、既
存
の
地
域
間
連
系
線
か
ら
送
電

を
行
う
こ
と
で
、設
備
形
成
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し
て
い
る
。そ

し
て
、今
回
、関
西
エ
リ
ア
と
中
部
エ

相
互
連
携
に
よ
る
効
率
化

関
西
幹
線
の

設
備
形
成
の
最
適
化

需
要
家
、発
電
事
業
者
、小
売
電
気
事
業

者
の
３
者
そ
れ
ぞ
れ
が
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
し
な
が
ら
再
エ
ネ
電
源
開
発
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会

の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
供
給

す
る
も
の
だ
。さ
ら
に
は
、関
西
電
力
の
再

エ
ネ
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
の
電
気
料
金

メ
ニ
ュ
ー「
再
エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン
」の
適

用
に
よ
り
、夜
間
等
の
太
陽
光
発
電
の
電

力
が
供
給
で
き
な
い
時
間
帯
に
つ
い
て

も
、実
質
的
に
再
エ
ネ
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
フ

リ
ー
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
、Ｊ
Ｒ
の

本
路
線
は
再
エ
ネ
１
０
０
％
で
運
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
の
結
果
、関
西
電
力

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
、年
間
約
３
万
２
千

ｔ（
約
1.2
万
世
帯
分
の
年
間
排
出
量
相
当

分※

）に
相
当
す
る
二
酸
化
炭
素
削
減
と

い
う
環
境
価
値
を
提
供
す
る
。

●お客さま専用の太陽光発電設備を開発
●契約を結んだ工場やオフィスビル等のお客さまへ電気を提供

オンサイト型PPA…お客さまの敷地内に太陽光発電設備を設置
オフサイト型PPA…お客さまの敷地外に太陽光発電設備を設置
　　　　　　　　　（全国の遊休農地等未利用となっている土地等を活用） ※「PPA」はPower Purchase Agreementの略

お客さま専用の
太陽光発電設備

JR西日本専用の
太陽光発電所

再エネ電力

大阪環状線・
JRゆめ咲線

コーポレートPPA

実質
再エネ100%

再エネ電力

他の電源
その他

電源の電力

その他電源の電力

再エネ由来の
非化石証書を提供

企業
（工場やオフィスビル等）

固定価格買取制度（ＦＩＴ）
に頼らず、長期的かつ安定
的に、再エネの収益を得ら
れる

お客さまに長期間、固定価
格で再エネ電気を提供す
ることで、お客さまのゼロ
カーボン化に貢献できる

太陽光発電を所有するた
めの土地の有無にかかわ
らず、大量の再エネ電気を
導入可能

発電事業者 小売電気事業者 再エネ
電気

お客さま

※

環
境
省「
令
和
３
年
度
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排

　
出
実
態
統
計
調
査
」に
基
づ
く
試
算
値

中部
エリア

新設

地域間
連系線

凡例

発電所 変電所 開閉所 連系所 変換所

廃止区間 約140km

2028年度
［以降、廃止区間の
設備除去を実施］

設備形成
最適化の時期

関西幹線
（大部分を廃止）

関西
エリア

関西幹線
500kV系統

154kV系統

南福光

越前

東近江

三重

関西幹線

嶺南

関西
系統

水力
発電等

　
関
西
幹
線
は
関
西
電
力
送
配
電
が

所
有
す
る
全
長
１
８
８
ｋ
ｍ
に
及
ぶ

長
距
離
送
電
線
。山
間
部
の
貴
重
な
水

力
資
源
を
活
用
し
て
発
電
し
た
電
気

を
関
西
方
面
へ
供
給
す
る
た
め
に
建

設
さ
れ
、１
９
３
０
年
か
ら
運
用
さ
れ

て
い
る
。今
回
の
最
適
化
に
向
け
た
取

組
み
で
は
、高
経
年
化
が
進
ん
で
い
る

送
電
線
の
大
部
分
、約
１
４
０
ｋ
ｍ
を

廃
止
し
、残
存
区
間
を
中
部
電
力
Ｐ
Ｇ

の
電
力
系
統
に
接
続
し
て
運
用
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、高
経
年
箇
所
の
設
備
形

成
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
と

と
も
に
、将
来
的
に
発
生
す
る
設
備
更

新
に
係
る
費
用
や
維
持
管
理
費
の
削

減
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
今
後
、詳
細
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、現
時
点
で
は
２

０
２
８
年
度
頃
に
中
部
電
力
Ｐ
Ｇ
の

電
力
系
統
へ
の
接
続
を
完
了
し
、そ
の

後
、約
１
４
０
ｋ
ｍ
に
及
ぶ
廃
止
区
間

の
設
備
除
却
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
関
西
電
力
送
配
電
は
、今
後
も
引
き

続
き
、他
の
一
般
送
配
電
事
業
者
と
協

力
し
な
が
ら
、お
客
さ
ま
に
安
定
し
た

電
気
を
低
廉
な
価
格
で
お
届
け
で
き

る
よ
う
、よ
り
一
層
の
効
率
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
関
西
電
力
送
配
電
は
６
月
30
日
、中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド（
以
下
、中
部
電
力
Ｐ
Ｇ
）

と
北
陸
電
力
送
配
電
と
と
も
に
３
社（
以
下
、中
地
域
３
社
）で
の
効
率
化
の
取
組
み
と
し

て
、関
西
エ
リ
ア
と
中
部
エ
リ
ア
に
跨
る
関
西
幹
線（
送
電
線
）に
つ
い
て
、設
備
形
成
の
最

適
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
発
表
し
た
。本
件
は
、中
地
域
３
社
が
、２
０
１
７
年
か
ら
進
め

て
い
る
相
互
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
送
配
電
設
備
の
構
築
・
運
用
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環

で
あ
り
、２
０
２
３
年
度
に
開
始
し
た
新
た
な
託
送
料
金
制
度
の
も
と
で
、さ
ら
な
る
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
般
送
配
電
事
業
者
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
取
組
み
で
あ
る
。今
回

は
、中
地
域
３
社
の
相
互
連
携
に
よ
る
効
率
化
に
向
け
た
取
組
み
と
、関
西
幹
線
の
設
備
形

成
の
最
適
化
に
つ
い
て
解
説
す
る
。



●（
１
面
に
つ
い
て
）電
力
需
要
が
伸

び
悩
む
中
で
、新
た
な
市
場
で
あ
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
への
参
入
記
事

を
読
み
、当
社
の
強
み
を
生
か
し
た

事
業
と
感
じ
ま
し
た
。10
年
間
で
１

兆
円
規
模
の
事
業
に
な
る
事
に
驚
き

ま
す
。

●（
２
面
に
つ
い
て
）Ｄ
＆
Ｉ
推
進
を
策

定
以
降
、新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

た
め
に
専
門
性
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な

い
新
た
な
取
組
み
で
あ
り
、面
白
い
と

感
じ
た
。

●（
３
面
に
つ
い
て
）ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

新
聞
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、関
心
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
熟

読
し
ま
し
た
。特
に
出
力
制
御
を
行

う
際
の
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
良
く
理
解
で

き
ま
し
た
。

●（
４
面
に
つ
い
て
）せ
っ
か
く
旅
行
に

い
く
な
ら
、満
喫
し
て
帰
り
た
い
で
す

が
、自
身
で
プ
ラ
ン
す
る
と
時
間
の
有

効
活
用
が
で
き
な
い
の
で
、地
元
の
案

内
人
が
い
て
く
れ
れ
ば
時
間
の
無
駄

も
な
く
満
喫
で
き
、い
い
取
組
み
だ

と
思
い
ま
し
た
。

FO
CUS

04

今年４月、福井県美浜町に美浜町レイクセンターが開業し、国内初の取組みとして、再生可能エネルギーの電気だけで進む「電池推進遊覧船」が運航を開始しました。
今回は、入社２年目の遠藤が美浜町レイクセンターに潜入し、その電池推進遊覧船の魅力をお伝えします！

エリア最前線では、毎号異なる事業所から、様々な情報を発信しています。今回は、関西電力国際事業本部から、オランダとインドネシアにおける取組みをご紹介します！

１
面：

２
面：

３
面：

４
面：

新
た
な
中
核
事
業
の
創
出
へ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
参
入

・副
業
人
財
を
社
外
か
ら
公
募

多
様
性
と
専
門
性
で
人
財
力

向
上

・グ
ル
ー
プ
会
社
特
集 

第
４
弾

か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム

・関
西
初
の
再
エ
ネ
出
力
制
御

・加
速
す
る
核
融
合
技
術
開
発

・拡
大
す
る
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
の

現
場
に
潜
入
！

・エ
リ
ア
最
前
線（
火
力
の
未
来

を
考
え
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト)

前
回
の
関
電
新
聞
に

寄
せ
ら
れ
た
感
想
の

ご
紹
介

エリア最前線

美浜町では、原子力との共生を図りながら、原子力に加えて新たに再生可能
エネルギー等の導入・利用促進を推進しています。
２０１７年には、再生可能エネルギーを活用したまちづくりのあり方・指針を
定めた「美浜町エネルギービジョン」を策定しており、電池推進遊覧船は、
本ビジョンの実現に向けた取組みの一環として実証実験を行い、運航が
実現したものです。

ガイド付きの約５０分のコースで、船内では美浜町
レイクセンターや電池推進遊覧船の仕組みについて
の説明、三方五湖の見どころ紹介を聞きながら過ごす
ことができます。
また、電池推進遊覧船は運航中の振動が少なく、音も
静かなため、水鳥等に近づいても逃げられにくい特徴
があります。今回の運航では、アオサギやカワセミ、カワウ
等の水鳥を間近で観察することができました！

電池推進遊覧船は、美浜町レイクセンターの屋根に設置した１６８枚の太陽光パネルで発電
した電気を利用し、電池でモーターを回すことで運航します。船内の電池は約３００ｋWｈの
電気を蓄えることができ、１日５回の運航分を賄います。太陽光発電は天候に左右されるため、
センター内に設置した蓄電池に蓄電していますが、賄いきれない場合は、関西電力の「再エネ
ＥＣＯプラン」を活用した電気で充電し、実質再生可能エネルギー由来の電気のみでの運航
を実現しています。一般的な船に比べ騒音や振動が少なく、ＣＯ２を排出しない、環境に優しい
遊覧船です。

運航開始にあたっては、新規事業ということもあり、スタッフを集める
ことに苦労しました。また、誰もが初めて動かす船なので、とにかく
安全最優先ということを意識して、何度も操船訓練を行いました。
今後は２隻体制での運航を予定しており、またこの冬には初めて積雪
の時期を迎え、発電量の減少が見込まれることから、「再エネECO
プラン」の電気も活用して、引き続き再生可能エネルギー由来の電気１００％での運航を
行っていきます。このレイクセンターを観光のハブとして、美浜町の色々な所を訪れて
もらい、楽しんでいただけるような場所にしていきたいと思います。

船に乗っていることを忘れるほどの
静かさに驚きました…三方五湖の景色
や生き物をゆったりと楽しむことが
できる、魅力的なクルージングです！

電池推進遊覧船「Ｃｏｏｔ（クート）号」で大自然の中へ！

電池推進遊覧船とは

電池推進遊覧船に乗船！

▲ 美浜町レイクセンター
センター長
熊谷 洋祐さん

▲ オフィスの入っているビルのエントランスにて ▲ オフィス入口にて ▲ メドコパワーインドネシア社との協業案件での署名式
左から3人目が島田社長

▲ 事務所での勤務
左から
山本マネジャー・田中所長・村田副所長・現地スタッフの千葉さん

左から現地スタッフのBeautyさん・島田社長・橋本マネジャー・
セクマネジャー・仲埜副社長・現地スタッフのNeishaさん

電池推進遊覧船はラムサール条約湿地や日本農業遺産に認定されている
三方五湖の内、久々子湖から水月湖等を巡る約９ｋｍのコースを運航します。
途中で通過する浦見川は江戸時代に岩山を手掘りして作られた川。電池推進
遊覧船は引き波が立ちづらく、湖岸工事を行っていない浦見川への浸食が
少ない点も、環境に優しいポイントです。

▲電池推進遊覧船から観察したアオサギ▲ガイドを務める中川 晴菜さん

本取組みの背景

国内初！未来の湖上モビリティを潜入取材！

～海外で活躍する従業員をご紹介！～

KPN（KPIC  Ne ther lands  B .V.）
２００３年に国際事業の投融資を実施する子会社として設立され、２０１９年にオランダのアムステ
ルダムに事業所を開設。欧州において、英国トライトンノール洋上風力発電プロジェクト等の参画
プロジェクトの運営と新規プロジェクトの開発における現地業務を中心に活動しています。開設当初
は出向者２名と現地スタッフ１名の３名体制でしたが、２０２２年７月に出向者を３名に増員して
体制強化を図り、欧州エリアの最前線基地として、今後ますます取組みを加速していきます。

KPNでは、参画プロジェクトの取締役会に出席したり、新規プロジェクトの開発に関する
情報収集・協議を実施したりと、日々忙しく活動しています。アムステルダムを起点として、新規
プロジェクトを仕立てられるよう、これからも所員一丸となって頑張っていきます！

拠
点
紹
介

拠
点
紹
介

代表者コメント　田中 孝彦 所長

KEPID（PT.  Kansa i  E lec t r i c  Power  Indones ia）
２０１６年にインドネシアのジャカルタで関西電力ジャカルタ事務所として設立後、２０２０年に現地法人化。
現在、出向者４名と現地スタッフ２名の６名体制で、水力等の再生可能エネルギーを中心とした発電事業
や送電事業への参画に向けた活動、メドコパワーインドネシア社との協業プロジェクト等の現地活動の
サポートを行っています。発電量の半分以上を石炭火力が占めるインドネシアでは脱炭素化が大きな課題
となっていますが、国内事業で培った強みを活かし、現地の脱炭素化に貢献していきます。

過去から日本との繋がりが強いインドネシアでは、今後も高い経済成長と電力需要の伸びが期待
できます。この地にしっかりと根を張りながら、当社の強みを生かせるプロジェクトに、メンバー一丸
となって取り組んでいきます！

代表者コメント　島田 尊 社長

ご感想・ご意見の送付先
kepcoportal@d4.kepco.co.jp

今回の
関電新聞の感想も
お待ちしています!!
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船の屋根にも太陽光パネル
を搭載。発電した電気は
船内の設備等に使用します。

操縦席では電子パネルで電池
残量等が確認できます。今回は
特別に座らせていただきました！
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インタビュー
地域の賑わい創出と環境保全を
両立すべく、新たな取組みに挑む
美浜町レイクセンターの皆さん。
美浜町を訪れた際には、未来の
「あたりまえ」となる湖上モビリティ
をぜひ体験してください！


